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favorite

●近田まりこ

三島由紀夫「豊穣の海」

●清水奈緒美

有吉佐和子「仮縫」（集英社文庫）

●南雲詩乃

シャルロット・ペリアン「シャルロット・ペリアン自伝」

●落合宏理

「聖なるズー」

●井野将之

「荒木飛呂彦の漫画術」

●松田ゆう姫

古田徹也「不道徳的倫理学講義」（ちくま新書）

●鈴木みのり

柴崎友香「公園に行かないか？ 火曜日に」

●芋生悠

恩田陸「チョコレートコスモス」

●高良健吾

河井寛次郎「火の誓い」

●DAICHI YAMAMOTO

リンダグラットン、アンドリュースコット「Life Shift 100年時代の人生戦略」

●間部百合

ヴァージニア・ウルフ「ある協会」

●ユザーン

高野秀行「ワセダ三畳青春記」集英社文庫

●秋元才加

エーリッヒ・フロム「愛するということ」

●井之脇海

星野道夫著「旅する木」（文春文庫）

●吉開菜央

川上弘美「このあたりの人たち」（文春文庫）

●Cero 荒内佑

淀川長治、山田宏一「映画は語る」（中央公論新社）

●荒神明香

東田直樹「自閉症の僕が跳びはねる理由」（エスコアール出版部）

●佐久間宣行

チョン・セラン「フィフティピープル」（亜紀書房）

●夏帆

梯久美子『好きになった人』（ちくま文庫）

●岡山天音

香川照之「中国魅録ー「鬼が来た!」撮影日記」（キネマ旬報社）

●白武ときお（放送作家）

「いじわるな天使」穂村弘

●平野太呂

知里幸恵『アイヌ神謡集』



●牧野圭太（文鳥文庫）

太宰治「走れメロス」

coat ※すべて文庫

スティーヴン・ミルハウザー「エドウィン・マルハウス」（河出文庫）

ジェニファー・イーガン「ならずものがやってくる」（ハヤカワepi文庫）

ブルース・チャトウィン「どうして僕はこんなところに」（角川文庫）

古川日出男「LOVE」（新潮文庫）

佐藤亜紀「天使・雲雀」（角川文庫）

堀江敏幸「その姿の消し方」（新潮文庫）

legend

シャネル「the world according to coco」

ディオール「the little dictionary of fashion」

ギャルソン「アンリミテッド: コムデギャルソン」

マルジェラ「martin margiela: the women's collections 1989-2009」

アルマーニ「帝王の美学」

ヴァージル（オフホワイト）「複雑なタイトルをここに」

マークジェイコブス「marc jacobs illustrated」

APC「transmission」

library

小山田浩子「庭」新潮社

津村記久子「君は永遠にそいつらより若い」（ちくま文庫）

朝倉かすみ「平場の月」（光文社）



松家仁之「火山のふもとで」（新潮社）

島本理生「ファースト・ラヴ」（文藝春秋）

いしいしんじ「よはひ」（集英社文庫）

川崎徹「あなたが子供だった頃、私はもう大人だった」（河出書房新社）

角田光代「私はあなたの記憶の中に」（小学館）

笙野頼子「水晶内制度」（エトセトラブックス）

金原ひとみ「アタラクシア」（集英社）

中島京子「夢見る帝国図書館」

高山羽根子「暗闇にレンズ」（東京創元社）

古川日出男「おおきな森」（講談社）

藤野可織「来世の記憶」（KADOKAWA）

松田青子「持続可能な魂の利用」（中央公論新社）

村田沙耶香「地球星人」（新潮社）

上田岳弘「キュー」（新潮社）

滝口悠生「高架線」（講談社）

松尾スズキ 「宗教が往く」（文春文庫）

又吉直樹「人間」（毎日新聞出版）

町田康「ホサナ」（講談社）、「ギケイキ」（河出文庫）

村上春樹「村上T」

森見登美彦「四畳半タイムマシンブルース」（KADOKAWA）

阿部和重「シンセミア」（講談社文庫）

江國香織「なかなか暮れない夏の夕暮れ」（ハルキ文庫）

多和田葉子「地球にちりばめられて」（講談社）



ogawa ☆以下、全て小川洋子作品

「密やかな結晶」

「偶然の祝福」（角川文庫）

「いつも彼らはどこかに」（新潮文庫）

「琥珀のまたたき」（講談社文庫）

「不時着する流星たち」（角川文庫）

「約束された移動」（河出書房新社）

jewelry ※松田青子選書

メイ・サートン「独り居の日記」（みすず書房）

トゥーラ・カルヤライネン「ムーミンの生みの親、トーベ・ヤンソン」（河出書房新社）

石井桃子「幻の赤い実」（岩波現代文庫）

アーザル・ナフィーシー「テヘランでロリータを読む」（白水社）

food ※平松洋子選書

Ｄ・モンゴメリー＋Ａ・ビクレー「土と内臓　微生物がつくる世界」（築地書館）

伊藤比呂美「ウマし」（中央公論新社）

佐藤真「パりっ子の食卓」（河出文庫）

武田百合子「富士日記」（中公文庫）

山崎佳代子「パンと野いちご」（勁草書房）

モリー・バーンバウム「アスノミア」（勁草書房）

畑中三応子「ファッションフード、あります。」（ちくま文庫）


